
教育目標

教育方針

１ 教育課程・学習指導 ２ 生徒指導 ３ 進路指導 ４ 保健管理 ５ 図書指導 ６ 開かれた学校づくり ７ 資格取得の奨励

教務部 生徒指導部 進路指導部 保健部 図書・庶務部 図書・庶務部 商業科

自ら学ぶ態度を養い、学力
の定着を図る。

　
基本的生活習慣の確立と規
範意識の向上を図る。

生徒の進路選択に役立つ適
切な情報を提供する。

心身の健康と環境美化に対
する生徒の意識を高める。

開かれた学校づくりを推進
するためにＰＴＡとの連携
に努める。

具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組

　　○個々の生徒の人格を尊重するとともに、個性の的確な把握に努め、その伸長を図る。
　　○学習指導要領に即した教育を実践し、知育・徳育・体育の調和のとれた教育を推進する。
　　○実践的・体験的学習を重視し、ビジネスの諸活動に関する知識と技能に優れた社会人を育成する。

　
　　＜めざす生徒像＞
　　　・個性を伸ばし、自らの可能性を追究する生徒
　　　・「知・徳・体」のバランスのとれた、こころ豊かな生徒
　　　・ビジネススキルとコミュニケーション能力を身につけ、社会に貢献できる生徒

ａＰＴＡ活動（総会・各部
の活動）をより充実させ活
性化する。
目標：ＰＴＡ活動の企画や
内容への満足度についての
目標指数（満足している保
護者の割合）　７０％以上

ｂ保護者に学校の教育活動
を積極的に広報する。
目標：ＰＴＡ広報紙の認知
に関する目標指数（ＰＴＡ
だより「商魂」を読んだ保
護者の割合）７０％以上

平成２２年度　武生商業高等学校スクールプラン

・自分で考え自分を生かそう　　　　・力をつくして困難ととり組もう　　　　・はげまし合いたすけ合っていこう

武商デパート

デパートの営業を通して、商業知識や技術を学ぶとと
もに、経営活動を遂行していく能力・態度を養う。

重点目標

図書館の積極的利用を図
り、本を読む機会を増や
す。

ａ家庭と連携して遅刻防止
指導を行い、基本的な生活
習慣の確立を図る。
目標：遅刻者数についての
目標指数（１クラス１日の
平均遅刻者数２名以内の割
合） ８０％以上

ｂ頭髪・服装について全教
職員の協力と家庭との連携
を図り指導を行い、ルール
遵守の大切さを理解させ
る。
目標：頭髪・服装の指導に
ついての目標指数（指導を
行った教職員の割合）８
０％以上

ａ生徒に対する各種の進路
情報の内容や提供方法につ
いて、工夫と改善を進め
る。
目標：進路情報の提供につ
いての目標指数（進路選択
に必要な情報を提供した割
合）　８０％以上
ｂ生徒、保護者対象の進路
ガイダンス・進路説明会の
充実を図るため、より効果
的な内容と情報提供方法を
検討する。
目標：進路情報の提供につ
いての目標指数（進路ガイ
ダンスを進路選択に活かす
ことができた生徒の割合）
７５％以上（保護者の割
合）７０％以上

ａ授業の予習・復習に取り
組むことで学習習慣の確立
を図る。
目標：家庭学習の指導につ
いての目標指数（できてい
るの割合）７０％以上

ｂシラバス「年間学習指導
計画」を活用し、自ら目標
を設定し計画的に学習に取
り組ませる。
目標：シラバスの作成につ
いての目標指数（生徒の実
態に応じたシラバスを作成
し実行することができた割
合）
７０％以上

多忙化解消のための取り組み 　　①校内ＬＡＮの活用により事務的作業の効率化、ペーパレス化を図る。　　　　②各種会議・委員会の効率的な運営に努める。

　
ａ健康的な生活に配慮でき
る生徒の育成をめざす。
目標:健康管理の目標指数
（指導できた割合）８０％
以上。

ｂ清掃指導を徹底し、ゴミ
の分別や身の回りの整理・
整頓に留意させる。
目標：清掃指導の目標指数
（指導できた割合）８０％
以上

ａ「朝の一斉読書」を、年
５週実施する。
目標：「朝の一斉読書」の
指導についての目標指数
（朝の一斉読書の指導がで
きた割合）７０％以上

ｂ「図書館だより」などの
広報を活用して読書意欲を
喚起する。
目標：生徒一人当たりの年
間読書冊数の目標指数（２
冊以上の生徒の割合）７
０％以上

資格取得を奨励することに
より、生徒の学習意欲を向
上させ、進路実現を図る。

ａ課題・補習などを併せた
適切な進度計画により、各
科目における目標資格級の
取得率向上を目指す。
目標：資格取得の指導につ
いての目標指数（進度計画
に沿って適切な資格取得の
ための課題を提供できた割
合）　８０％以上


